
注目される医薬品

が
ん

抗
ウ
イ
ル
ス
薬

　新薬の開発ハードルが上がり、既存薬と同じメカ

ニズムや少し上回る有効性・安全性では発売は難し

くなった。創薬研究者や開発者の苦悩は尽きない

が、それでも発売に至った新薬は面白い製品ばかり

だ。標的がでそろったと言われるがん領域では抗が

ん剤開発競争が第２世代以降に突入し、差別化戦略

は複雑だ。抗体医薬品では抗体医薬複合体が登場

し、低分子のチロシンキナーゼ阻害剤も副作用プロ

ファイルまで差別化戦略が練られている。新薬を中

心に注目の薬を紹介する。

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
が
欧
米
で

上
市
し
た
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｉ

中外製薬はＨＥＲ２陽性乳がん
にパージェタなど３剤を投入

差別化戦略相次ぐ即効性の鎮痛剤も
大型化を期待肝炎・ＨＩＶ治療薬

●●●●● ●●●●●

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ２月２５日 火曜日 　　

　
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
は
肝
炎

と
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

Ｈ
Ｉ

Ｖ

の
治
療
薬
に
大
型
化
が

期
待
さ
れ
る
製
品
が
並
ぶ
。

　
ギ
リ
ア
ド
・
サ
イ
エ
ン
シ

ズ

東
京
都
千
代
田
区

の

Ｃ
型
肝
炎
治
療
薬
「
ソ
ホ
ス

ブ
ビ
ル
」
と
「
レ
デ
ィ
パ
ス

ビ
ル
」
の
配
合
剤
は

週
間

投
与
で

・
７
％
の
著
効
率

を
示
し
た
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
や
リ
バ
ビ
リ
ン
の
投
与

が
要
ら
な
い
。
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
は
ウ
イ
ル
ス
が
薬
剤
耐
性

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
関
西
労
災
病
院
の
林

紀
夫
院
長
は
「
将
来
の
治
療

可
能
性
を
考
え
る
と
著
効
率

は

％
は
ほ
し
い
」
と
す

る
。

　
英
調
査
会
社
エ
バ
リ
ュ
ー

ト
に
よ
る
と
、

年
の
ソ
ホ

ス
ブ
ビ
ル
の
世
界
売
上
高
は

約

億

約
７
５
０
０
億

円

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　
ヴ
ィ
ー
ブ
ヘ
ル
ス
ケ
ア

東
京
都
渋
谷
区

の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
症
薬
「
テ
ビ
ケ
イ
」

も
大
型
化
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
エ
バ
リ
ュ
ー
ト
は

年

に

億

約
１
３
０
０
億

円

を
売
り
上
げ
る
と
予
測

す
る
。
ウ
イ
ル
ス
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

が
ヒ
ト
細
胞
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
組

み
込
ま
れ
る
の
を
防
ぎ
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
増
殖

し
な
く
な
る
。

　
米
国
で
は
発
売
し
て
お

り
、
欧
州
で
は
１
月
に
承
認

取
得
、
日
本
で
は
申
請
中

だ
。

　
ヴ
ィ
ー
ブ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は

英
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ

イ
ン
と
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
が
設

立
し
た
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
に
特
化

し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ

ァ
ー
マ
。
塩
野
義
製
薬
も
資

本
参
加
し
て
い
る
。

　
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
は
前
立

腺
が
ん
治
療
薬
「
エ
ン
ザ
ル

タ
ミ
ド
」

欧
米
製
品
名
Ｘ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｉ

を
欧
米
で
上

市
し
、
化
学
療
法
の
前
治
療

へ
適
応
拡
大
を
狙
う
。
臨
床

試
験
で
は
偽
薬
と
比
べ
死
亡

リ
ス
ク
を

％
、
死
亡
を
含

む
増
悪
リ
ス
ク
を

％
減
ら

し
た
。
他
剤
と
の
比
較
は
難

し
い
が
「
非
常
に
き
れ
い
な

結
果
」
と
さ
れ
る
。
エ
ン
ザ

ル
タ
ミ
ド
治
療
か
ら
化
学
療

法
に
移
る
ま
で
の
期
間
を

カ
月
延
長
し
た
。
副
作
用
の

大
き
な
化
学
療
法
と
違
い
、

泌
尿
器
科
の
医
師
で
も
処
方

し
や
す
い
と
さ
れ
る
。

　
日
本
で
は
「
去
勢
抵
抗
性

前
立
腺
が
ん
」
の
適
応
で
厚

生
労
働
省
の
薬
食
審
医
薬
品

第
二
部
会
を
通
過
し
た
。
正

式
に
承
認
、
薬
価
収
載
さ
れ

る
と
「
イ
ク
ス
タ
ン
ジ
」
と

し
て
発
売
さ
れ
る
。
エ
ン
ザ

ル
タ
ミ
ド
は
ア
ス
テ
ラ
ス
製

薬
の
成
長
戦
略
の
柱
と
な
る

薬
だ
。
英
金
融
大
手
バ
ー
ク

レ
イ
ズ
は
エ
ン
ザ
ル
タ
ミ
ド

が
２
０
１
７
年
度
に
３
４
０

０
億
円
以
上
を
売
り
上
げ
る

と
予
測
す
る
。

　
中
外
製
薬
は
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
陽

性
乳
が
ん
に
３
剤
を
投
入

し
、
が
ん
に
徹
底
抗
戦
す

る
。

年
９
月
に
「
パ
ー
ジ

ェ
タ
」
を
発
売
し
た
。
薬
価

協
議
中
の
「
カ
ド
サ
イ
ラ
」

も
発
売
を
控
え
る
。
２
剤
と

も
乳
が
ん
の
増
殖
に
関
わ
る

Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
を
標
的
と
し
た
抗

体
医
薬
品
だ
。
抗
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２

抗
体
「
ハ
ー
セ
プ
チ
ン
」
で

築
い
た
資
産
を
フ
ル
活
用
す

る
。
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
は
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２

同
士
や
Ｈ
Ｅ
Ｒ
３
と
会
合
体

を
作
り
、
が
ん
細
胞
に
増
殖

信
号
を
送
る
。
ハ
ー
セ
プ
チ

ン
は
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
同
士
の
会
合

を
防
ぎ
、
パ
ー
ジ
ェ
タ
は
Ｈ

Ｅ
Ｒ
２
と
Ｈ
Ｅ
Ｒ
３
の
会
合

を
防
ぐ
。

　
臨
床
試
験
で
は
ハ
ー
セ
プ

チ
ン
と
ド
セ
タ
キ
セ
ル
に
パ

ー
ジ
ェ
タ
を
加
え
る
と
、
２

剤
投
与
に
比
べ
て
無
増
悪
期

間

Ｐ
Ｆ
Ｓ

が
１
・
５
倍

の

カ
月
に
延
び
た
。
ド
セ

タ
キ
セ
ル
単
剤
に
比
べ
て
Ｐ

Ｆ
Ｓ
を
約
３
倍
に
延
ば
せ

る
。

　
カ
ド
サ
イ
ラ
は
ド
セ
タ
キ

セ
ル
と
同
じ
微
少
管
重
合
阻

害
剤
を
ハ
ー
セ
プ
チ
ン
に
結

合
さ
せ
た
抗
体
薬
物
複
合
体

だ
。
が
ん
細
胞
だ
け
に
微
少

管
重
合
阻
害
剤
を
送
り
込
む

た
め
効
率
が
い
い
。
カ
ド
サ

イ
ラ
と
パ
ー
ジ
ェ
タ
と
の
併

用
試
験
も
進
む
。

　
武
田
薬
品
工
業
の
悪
性
リ

ン
パ
腫
治
療
薬
「
ア
ド
セ
ト

リ
ス
」
も
抗
体
薬
物
複
合
体

だ
。
が
ん
細
胞
表
面
の
Ｃ
Ｄ

に
結
合
し
、
が
ん
細
胞
の

中
で
微
少
管
重
合
阻
害
剤
を

放
出
す
る
。
血
液
中
で
は
抗

Ｃ
Ｄ

抗
体
と
微
少
管
重
合

阻
害
剤
は
安
定
し
て
つ
な
が

っ
て
い
る
が
、
が
ん
細
胞
に

取
り
込
ま
れ
る
と
た
ん
ぱ
く

質
に
リ
ン
カ
ー
が
分
解
さ
れ

る
。
化
学
療
法
の
よ
う
な
激

し
い
副
作
用
が
軽
減
で
き
る

と
期
待
さ
れ
る
。

　

年
１
月
、
ホ
ジ
キ
ン
リ

ン
パ
腫
と
未
分
化
大
細
胞
リ

ン
パ
腫
を
適
応
症
と
し
た
製

造
販
売
承
認
を
取
得
。
日
本

国
内
の
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫

の
患
者
は
８
０
０
―
１
３
０

０
人
、
未
分
化
大
細
胞
リ
ン

パ
腫
は
２
７
０
―
３
６
０
人

と
さ
れ
、
希
少
疾
患
用
医
薬

品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
フ
ァ
イ
ザ
ー

東
京
都
渋

谷
区

が

年

月
に
承
認

申
請
し
た
慢
性
骨
髄
性
白
血

病

Ｃ
Ｍ
Ｌ

治
療
薬
「
ボ

ス
チ
ニ
ブ
」
は
第
二
世
代
の

キ
ナ
ー
ゼ
阻
害
剤
だ
。
Ｃ
Ｍ

Ｌ
の
が
ん
細
胞
に
増
殖
信
号

を
出
し
て
い
る
Ｂ
Ｃ
Ｒ
／
Ａ

Ｂ
Ｌ
融
合
た
ん
ぱ
く
質
の
信

号
を
止
め
る
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｒ

Ｃ
な
ど
他
の
た
ん
ぱ
く
質
か

ら
の
増
殖
信
号
も
止
め
る
効

果
が
あ
る
。

　
Ｃ
Ｍ
Ｌ
治
療
薬
は
ノ
バ
ル

テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ

東
京
都

港
区

の
「
グ
リ
ベ
ッ
ク
」

や
「
タ
シ
グ
ナ
」
、
ブ
リ
ス

ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ

東
京

都
新
宿
区

と
大
塚
製
薬
の

「
ス
プ
リ
セ
ル
」
に
続
く
４

剤
目
に
な
る
。
臨
床
試
験
で

は
３
剤
が
効
か
な
く
な
っ
た

患
者
に
も
効
果
を
示
し
た
。

承
認
さ
れ
る
と
ボ
ス
チ
ニ
ブ

は
他
の
治
療
薬
が
効
か
な
く

な
り
白
血
球
や
芽
球
が
著
し

く
増
加
す
る
急
性
期
や
移
行

期
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
副
作
用
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

で
差
別
化
し
て
い
く
。

　
日
本
ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン

ゲ
ル
ハ
イ
ム

東
京
都
品
川

区

は
非
小
細
胞
肺
が
ん
治

療
薬
「
ジ
オ
ト
リ
フ
」
で
が

ん
領
域
に
参
入
す
る
。
Ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ
の
チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ

阻
害
剤
と
し
て
増
殖
信
号
を

止
め
る
。
共
有
結
合
す
る
た

め
、
一
度
の
結
合
で
効
き
続

け
る
。
ジ
オ
ト
リ
フ
も
副
作

用
が
管
理
し
や
す
く
治
療
中

断
が
少
な
い
。

　
が
ん
は
支
持
療
法
も
重
要

だ
。
鎮
痛
剤
も
新
薬
が
発
売

さ
れ
た
。
協
和
発
酵
キ
リ
ン

と
久
光
製
薬
は

年

月
に

「
ア
ブ
ス
ト
ラ
ル
舌
下

錠
」
、
大
鵬
薬
品
工
業

東

京
都
千
代
田
区

と
帝
國
製

薬

香
川
県
東
か
が
わ
市

は
同
年
９
月
に
「
イ
ー
フ
ェ

ン
バ
ッ
カ
ル
錠
」
を
発
売
し

た
。
ど
ち
ら
も
鎮
痛
剤
フ
ェ

ン
タ
ニ
ル
の
即
効
性
製
剤

で
、
口
に
含
む
と
突
発
的
な

痛
み
を
鎮
め
る
。
モ
ル
ヒ
ネ

の
よ
う
に
神
経
が
痛
み
を
伝

え
る
こ
と
を
抑
え
る
。
吸
収

が
早
く
、
ア
ブ
ス
ト
ラ
ル
は

分
か
ら
１
時
間
で
血
中
濃

度
が
最
大
に
な
る
。


